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宮古島野原方言の代名詞と格助詞の関係について 

人称代名詞となる代名詞に格助詞が接続した時の用法 

 

島尻 澤一 （宮古島市史編さん委員会委員） 

 

はじめに 

これまで出版された宮古方言辞典や語彙集か

らは多くの示唆と学びを得た。編纂した方々が

島の出身のネイティーブスピーカーであり、研

究者であることによって編纂された辞典や語彙

集は言葉だけではなく宮古島の生活と歴史を仔

細に取り入れた豊穣に満ちた辞典である。宮古

方言は宮古島独特の中舌音［ï］を含んだ言葉が

多く、共通語との違いを強く感じ、覚えたり話

したりすることが難しく敬遠する人が居る。し

かし、学んで知ってみると新しい発見がある。

今回は身近な宮古方言の代名詞が人称代名詞と

して用いられた場合に格助詞が接続した用法に

ついて検証してみたい。 

野原方言の代名詞には次のような物がある。 

<人称代名詞> 

自称 わたくし。わたし。ぼく。 

方言 ban 

対称 あなた。きみ。 

方言 vva 

 

 

他 

 

 

称 

近称 このかた。 

方言 kunnsu:。kanupïtu。 

中称 そのかた。 

方言 unusu:。unupïtu。 

遠称 あのかた。かれ。 

方言 kanusu:。kanupïtu。 

不足称 どのかた。どなた。だれ。 

方言 to: 

反射称 自分 

方言 du: naɾa 

<人を表すことの出来る指示代名詞> 

 他    称 

近 称 中 称 遠 称 不足称 

人称 こ れ そ れ あ れ ど れ 

方言 kui ui kai ndʒi 

 

Ⅰ人称代名詞に助詞の接続した時の用例 

 

1.助詞「を」の場合 

<格助詞「を」の機能と用例> 

・他動詞の動作の掛かる物を示す。 

・多動性の動作･作用の目的･目標を指標する。 

・自動詞にかかって「から」の意味を示す場合

や自動詞の行われる場所、または動作の事情の

及ぶ所を示す。参考文献「現代日本語法の研究・

佐久間鼎」昭和 27年 

✳野原方言に置いては格助詞「を」定型がなく

接続する語彙の音節によっていろいろな音節に

変形して表れる。 

(1)自称［ban］「わたし」について 

<一人称「わたし」[ban]に格助詞［o］「を」の

付いた場合> 

〈わたし〉［ban］＋〈を〉［o］→［baɾu:］に

変化する。 

◎格助詞［o］〈を〉が接続した時の用例 

・baɾu:  sa:ɾi:  ikifi:ɾu 

「私を連れて行ってください」 

・kaiɡadu  baɾu:  kaʃi:  sïsï 

「彼が僕を加勢する」 

<複数人称［banta］「わたしたち」格助詞［o］

「を」の付いた場合> 
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［ban］＋［ta］→［banto:］に変化する。 

◎格助詞［o］〈を〉が接続した時の用例 

・banto:  jatui  fi:ɾu 

「わたしたちを雇ってください」 

・banto:  usaina 

「ぼくたちを馬鹿にするな」 

(2)対称［vva］「あなた」について 

<一人代名詞について> 

(2)-1.対称代名詞［vva］〈あなた、君〉に格助

詞［o］「を」の付いた場合ついては［vva］〈あ

なた〉＋［o］〈を〉→［vvo:］となる。 

◎［vva］〈あなた、君〉に格助詞［o］〈を〉

が接続した時の用例 

・vvo:  kaiŋkai  idja:sïbusï:nu 

「あなたを彼に会わせたい」 

・vvo:  funin  nu:ʃi 

「君を船に乗せる」 

<複数人称「あなたたち」の場合> 

(2)-2.複数人称は［vvata］〈あなたたち〉＋［o］

〈を〉→［vvato:］になる。 

・asïpju:  vvato:  ja:ŋkai  piɾasï 

「遊んでいる君たちを家に帰す」 

・vvato:  uɡana:ɾaʃi:  asïpasï 

「あなたたちを集めて遊ばす」 

〈vva〉「あなた」＋「た」〈ta〉→［vvata］

→［vvato:］に変化する。 

(3)他称［kai］「かれ」について 

<一人代名詞について> 

(3)-1.対称代名詞［kai］〈かれ〉について 

［kai］〈かれ〉＋［o］〈を〉→［kaɾju:］と

なる。［kai］＋［o］→［kaɾju:］に変化する。 

◎［kai］〈かれ〉に格助詞［o］〈を〉が接続

した時の用例 

・kaɾju:  abiï 

「彼を呼ぶ」 

・ja: kaɾa  kaɾju:  sa:ɾikïsï 

「家から彼を連れて来る」 

<複数人称［kaita:］「かれたち」の場合> 

(3)-2.複数人称は〈かれたち〉［kaita:］＋〈を〉

［o］→［kaito:］になる。 

・kaito:  m:na  ja:ŋkai  piɾasï 

「彼たちをみんな家に帰す」 

・nivvju:  kaito:  ukusï 

「寝ている彼たちを起こす」 

(4)疑問称［to:］「だれ」について 

<一人代名詞について> 

(4)-1.対称代名詞［to:］〈だれ〉について 

［to:］〈だれ〉＋［o］〈を〉→［to:］となる。 

◎［to:］〈だれ〉に格助詞［o］〈を〉が接続

した時の用例 

・to:juɡa  tumju:ɾja: 

「誰を探しているか」 

・dumavvi:  u:ja  to:juɡa  tudzïn 

su:diɡaɾasai 

「迷っているのは誰を妻にするかだ」 

<複数人称「だれたち」［to:ta:］の場合> 

(4)-2.複数人称は〈だれたち〉［to:ta］＋〈を〉

［o］→［to:taju］になる。 

・to:tajuɡa  ɡu:n  su:diɡaɾatidu  najamju: 

「誰たちを仲間にするか悩んでいる」 

・ja:n  to:tajuɡa  u:tsïɡadiɡaɾa  sïsain

「家に誰たちを置くか分からない」 

✳助詞｢を｣[ju]に[juɡa]となっている[ɡa]は疑

問符である。 

(5)反射代名詞［naɾa］［du:］「自分」につい

て 

<一人代名詞について> 

(5)-1.反射代名詞〈自分〉［naɾa］［du:］につ

いて 

［naɾa］［du:］〈自分〉＋［o］〈を〉→［du:ju］、

［naɾo:］になる。 

◎〈自分〉［naɾa］［du:］に格助詞［o］〈を〉

が接続した時の用例 

・ju:du  kïbaïta:ti: 〈naɾo:〉 du:ju  pumidi 
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「よく頑張った自分を褒めてやりたい」 

・du:ju (naɾo:) kanasïzza  sïsïso:  

pïtu:maidu  kanasïzza  sïsï 

「自分を大切にする人は他人も大切にする」 

<複数人称「自分たち」［du:ta:］［naɾata:］

の場合> 

(5)-2.複数人称は［naɾata］［du:ta］〈自分た

ち＋［o］〈を〉→［du:to:］［naɾato:］にな

る。 

・idzaidi  pataɾakadiʃiʃʃiba  du:to: 

〈naɾato:〉tsïkaifi:ɾu 

✳idzaidi  pataɾakadiʃiʃʃiba  naɾato:   

tsïkaifi:ɾu 

「一生懸命働くので自分たちを使ってください」 

・du:to:  u:in  sïsïso:  kïmukaɡi  pïtusai 

✳naɾato:  u:in  sïsïso:  kïmukaɡi  

pïtusai 

「自分たちを応援する人は優しい人だ」 

(6)指示代名詞［kui］「これ」、［ui］「それ」、

［kai］「あれ」が人を表す時の助詞［o］「を」

のつく例 

野原方言では、指示代名詞の中の事物を示す「こ

れ」「それ」は人を表す代名詞としても用いら

れる。 

指示代名詞が人を示す時 

 他    称 

近 称 中 称 遠 称 不足称 

人称 

方言 

こ れ 

kui 

そ れ 

ui 

あ れ 

kai 

ど れ 

ndʒi 

①近称「kui」「これ」に助詞[o]「を」がつく

用例 

<単称「これ、こいつ」に助詞に［o］「を」が

つく> 

［kui］＋［o］「を」→［kuɾju:］となる。 

・kuɾju:  ïʒʒituɾaʃi 

「これを怒ってやれ」 

・baja:  kuɾju:  dasïtja:  uma:dʒa:ŋ 

「私はこれを友達とは認めない」 

①-2<複数の人を示す場合>「これら、これたち」 

［kui］「これ」＋[ta]「た」の形［kuita］に

助詞「を」が接続する形［kito:］で表れる 

・kuito:  buduïzzu  mi:ɡa  sa:ɾi:  ikï 

「これらを踊りを見せに連れて行く」 

・kuito:  munufo:ɡa  sa:ɾi:  ikï 

「これらを食事に連れて行く」 

②中称「ui」「それ」に助詞［o］「を」がつく

用例 

<単称に助詞に［o］「を」がつく> 

・vva:  uɾju:  adzaŋki:  nivvaʃi 

「君はそれをあやして寝かせなさい」 

・uɾju:  abiɾi:  kiʃi  kaʃi: ʃimi 

「それを呼んできて手伝わせる」 

②-2<複数形は［ui］「それ」＋[ta] 「た」の

形「それたち、それら」［uita］に助詞［o］「を」

が接続する形［uito:］で表れる。「それら」と

もいう> 

・uito:  uɡanai  asïpasï 

「それらを集めて遊ばす」 

・uito:  tanumi:du  bu:ɡïzzuba: ibita: 

「これらを頼んで砂糖キビは植えた」 

③遠称［kai］「あれ」に助詞［o］「を」がつ

く用例 

✳これは人を表す称代名詞［kai］「かれ」と同

じ用法を表す。 

<単称に助詞に［o］「を」がつく> 

・asïpju:  kaɾju:  sa:ɾi  kiʃi  pataɾakasï 

「遊んでいるあれを連れてきて働かす」 

・adzaŋkai  kaɾju:  tuiku:ti  tu:tsïkiɾu 

「兄にあれを取って来いと伝えなさい」 

③-2指示代名詞の遠称「kai」「あれ」の複数形

は「kai」「あれ」＋［ta］「た」→「あれたち、

あれら」「kaita」である。 

・kaito:  ama:ɾaʃi:  tsïkano: 
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「あれらを遊ばさないで仕事をさせる」 

・nivvju:  kaito:  ukaʃi:  sïɡutuŋkai 

ikasï 

「寝ているあれらを起こして仕事に行かす」 

④不定称［ndʒi］「どれ」に助詞［o］「を」が

つく用例 

指示代名詞の不定称「ndʒi」「どれ、どちら」

に助詞｢o｣[を]がつく用例。 

<単称に助詞に［o］「を」がつく場合> 

✳「どちら」は「どれ」の丁寧な言い方。 

・futa:tsï  u:suɡa  ndʒu:ɡa  sa:ɾi 

pitatʃtʃa: 

「二人いるがどちらを連れて行くか」 

・samasïka  u:suɡa  vva:  ndʒu(to:)ɡa  

jumiŋkai  sïsïɡamatajaba 

「沢山居る中からどちら(だれ)を嫁に娶るか」 

✳指示代名詞の不定称「ndʒi」「どれ、どちら」

が人を表す時は［to］「誰」となるのが常套で

ある。 

 

2.格助詞「が」［ɡa］の場合 

(1)自称［ban］「わたし」について 

<一人称の［ban］「わたし」の場合> 

［ban］〈わたし〉＋［ɡa］〈が〉→［n］が脱

落して［baɡa］になる。 

◎［ban］「わたし」に格助詞[ɡa]〈が〉が接続

した時の用例 

・野原方言には一つの文に係助詞[du]｢ぞ｣が他

の助詞の後につくのは普通である。  

・baɡa  ma:tsïki  ikadi 

✳ aɡadu  ma:tsïki  ikadi 

「私が一緒に行く」 

・baɡa  tumidi  

✳baɡadu ma:tsïki  ikadi 

「僕が探す〉 

・baɡa  ja:sïfunaï  ✳baɡadu  ja:sïfunaï 

「僕が腹減る」 

✳強調する意図がある場合は［ɡa］に［du］が

接続し［ɡadu］になる。 

・baɡadu  ma:tsïki  ikadi 

「私がぞ一緒に行くのだ」 

・baɡadu  tumidi 

「僕がぞ探すのだ」 

・baɡadu  ja:sïfunaï 

「僕がぞ腹減るのだ」 

✳格助詞［ɡa］「が」は主格でも所有格でも人

以外を表す語に接続する場合は全て［nu］にな

る。 

・innudu  munu:  faiju: 

「犬が餌を食べている」 

・pananudu  sakju: 

「花が咲いている」 

・funinudu  idipïï 

「船が出て行く」 

(1)-2.<複数人称［banta］「わたしたち」の場

合 

［banta］〈わたしたち〉＋［ɡa］〈が〉→［bantaɡa］

になる。 

・bantaɡa  vvaɡa  kaʃi:juba:  su:di  

✳bantaɡadu  vvaɡa  kaʃi:juba:  su:di 

「わたしたちが君の加勢はするよ」 

・bantaɡa  mi:ju:kja:ja  to:mai  tuɾan  

✳bantaɡadu  mi:ju:kja:ja  to:mai  tuɾan

「僕たちが見張っているうちは誰も盗らない」 

(2)対称［vva］「あなた」について 

<一人代名詞について> 

(2)-1.対称代名詞［vva］〈あなた、君〉につい

て 

［vva］〈あなた〉＋[ɡa]〈が〉→［vvaɡa］に

なる。 

◎［vva］〈あなた、君〉に格助詞[ɡa]〈が〉が

接続した時の用例 

・vvaɡadu  kaiɡa  adzana: 

「あなたが彼の兄ですか」 
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・uman  u:  vvaɡadu  ataïta: 

「そこに居る君が当たりました」 

(2)-2.<複数人称〈あなたたち、君たち〉「vvata」

の場合> 

複数人称は〈あなたたち〉［vvata］＋[ɡa]〈が〉

→［vvataɡa］になる。 

・vvataɡa  m:naʃi:  buitsïka:  ujakindu  

naï 

「あなたたちが皆で働けば金持ちになる」 

・uɡana:ɾju:  vvataɡadu  kusïsai 

「集まった君たちが頼りです」 

(3)他称［kai］「かれ」について 

<一人代名詞について> 

(3)-1.対称代名詞［kai］〈かれ〉について 

［kai］〈かれ〉＋[ɡa]〈が〉→［kaiɡa］にな

る。 

◎［kai］〈かれ〉に格助詞[ɡa]〈が〉が接続し

た時の用例 

・kaiɡadu  vvaŋkai  idjo:busï:nuti:  u:ta: 

「彼が君に会いたいと言っている」 

・kuɾja:  kaiɡa  sïsïta:  kutudaɾa 

「これは彼がやったことだ」 

<複数人称「かれたち」の場合> 

(3)-2.複数人称は［kaita］〈かれたち〉＋[ɡa]

〈が〉→［kaitaɡa］になる。 

・kaita:ɡadu  baɡa  ffanukjasai 

「彼たちが私の子どもたちです」 

・baɡa  kïbaɾaija  kaitaɡa  u:  ukaɡisai

「私が頑張れるのは彼たちが居るからです」 

(4)疑問称［to:］「だれ」について 

<一人代名詞について> 

(4)-1.対称代名詞［to:］〈だれ〉について 

［to:］〈だれ〉＋[ɡa]〈が〉→［to:ɡa］にな

る。 

◎［to:］〈だれ〉に格助詞[ɡa]〈が〉が接続し

た時の用例 

・to:ɡaɡa  vvaɡa  ffajaba 

「誰が君の子どもか」 

・kuɾju:ba:  to:ɡaɡa  mutʃikïsïtaɾja: 

「これは誰が持ってきたか」 

(4)-2.<複数人称「だれたち」［to:ta:］の場合

> 

複数人称は［to:ta］〈だれたち〉＋[ɡa]〈が〉

→［to:taɡa］になる。 

・kïno:  to:taɡaɡa  mi:ɡa  kïsïtaiba 

「昨日は誰たちが訪ねてきたか」 

・to:taɡaɡa  sïkja:ʃiti  pïïtaɾja: 

「誰たちが散らかして行ったか」 

(5)反射代名詞［naɾa］［du:］「自分」につい

て 

<一人代名詞について> 

(5)-1.反射代名詞［naɾa］［du:］〈自分〉につ

いて 

［du:］［naɾa］〈自分〉＋[ɡa]〈が〉→［tu:ɡa］. 

［naɾaɡa］になる。 

◎〈自分〉［naɾa］［du:］に格助詞[ɡa]〈が〉

が接続した時の用例 

・naɾaɡa sïsïɡamaɾanu kutu:ba: naɾaʃi:  

sïsï 

✳du:ɡa  sïsïɡamaɾanu  kutu:ba:  du:ʃi:  

sïsï 

「自分がすべき事は自分でする」 

・naɾaɡa  sïsïɡamaɾanu  kutu:ba:  naɾaʃi:  

kaŋɡaiɾu 

✳du:ɡa  sïsïɡamaɾanu  kutu:ba:  du:ʃi:  

kanɡaiɾu 

「自分がすべき事は自分で考える」 

(5)-2.<複数人称「自分たち」［du:ta:］［naɾata:］

の場合> 

複数人称は〈自分たち〉［du:ta］［naɾata］＋

〈が〉［ɡa］→［to:taɡa］.［naɾataɡa］にな

る。用例を示す。 

・kïno:  du:taɡadu  kïsïta:  

✳kïno:  naɾataɡadu  kïsïta: 
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「昨日は自分が来た」 

・to:taɡadu  m:na  fo:taɾja: 

✳naɾataɡadu  m:na  fo:taɾja: 

「自分たちが皆食べたか」 

(6)指示代名詞 kui「これ」、ui「それ」、kai「あ

れ」が人を表す時助詞［ɡa］のつく例 

<野原方言における人称としての指示代名詞> 

野原方言では、指示代名詞の中の事物を示す

「これ」「それ」「あれ」は人を表す代名詞とし

ても用いられ、これまでの文例が示すように主

格「が」、連体格「の」どちらも助詞［ɡa］が現

れる。その他の指示代名詞が人を表す代名詞と

して用いられることはない。 

①近称「kui」「これ」に助詞［が］「ɡa」がつ

く用例 

<単称に助詞に［ɡa］「が」がつく場合> 

［kui］＋「ɡa」→［kuiɡa］となる。 

・kuiɡadu  mutʃi  piïta: 

「こいつが持って行った」 

・kuiɡa  sïɡutu:  su:daka:  baɡa  su:di 

「これが仕事をしなれば僕がするよ」 

①-2<複数の人を示す場合> 

［kui］「これ」＋[ta] 「た」の形［kuita］に

助詞「ɡa」が接続する形［kuitaɡa］で表れる 

・kuitaɡadu  buduï  ɡamatajaba  vva:  

mi:ɾu 

「これたちがぞ踊るので君は見なさい」 

・kuitaɡa  faittikaɾa  vva: faijo: 

「これたちが食べてから君は食べてよ」 

②中称「ui」「それ」に［ɡa］がつく 

<単称に助詞に［ɡa］「が」がつく場合> 

・uiɡadu  mutʃipïïɡamatajaba  vva: jukui 

「それがぞ持っていくので君は休め」 

・uiɡadu  mutʃipïïɡamatajaba  vva:jukuui 

「それが持っていくので君は休め」 

・uiɡadu  jumju:  saiɡa 

「それが  読んでいるね」 

②-2<複数形は「それたち、それら」→［ui］「そ

れ」＋[ta] 「た」の形［uita］に助詞「ɡa」が

接続する形［uitaɡa］で表れる> 

・uitaɡadu  m:na baɡa dusïnukja: 

「それたちがぞみんな私の友達だ」 

・bu:ɡïjuba:  uitaɡadu  m:na  ibita: 

「砂糖キビはこれたちがぞ皆植えた」 

③遠称「kai」「あれ」に［ɡa］がつく 

これは人を表す場合、前述した三人称代名詞

「kai」「かれ」と同じような用法を表す。 

・kaiɡa  asïpïɡa  piïtaibadu tavkja:u:ta: 

「あれが遊びに行ったので一人で居た」 

・kaiɡadu  ffa:  sa:ɾi:  kiʃu:ta: 

「あれがぞ子どもを連れて来ていた」 

③-2指示代名詞の遠称「kai」「あれ」の複数形

は「kai」「あれ」＋taの「kaita」「あれたち」

であるが、野原方言では三人称代名詞と語彙が

同じ「kai」「かれ」で機能としても用法として

もおなじである。複数な物を表現する語彙とし

ては使用されない。 

④不定称［ndʒi］「どれ」に［ɡa］がつく 

指示代名詞の不定称には「ndʒi」「どれ、どち

ら」には、助詞「ɡa」と助詞「nu」のどちらも

つく。一般的には[to:]「だれ」が用いられる。 

①ndʒiɡaɡa  vvaɡa  ffajaba 

「どちらが君の子どもか」 

②ndʒinuɡa  vvaɡa  ffajaba 

「どちらが君の子どもか」 

①ndʒiɡaɡa  vvaɡa  adzajaba 

「どちらが君の兄か」 

②ndʒinuɡa  vvaɡa  adzajaba 

「どちらが君の兄か」 

 

3.格助詞「の」の場合 

(1)自称「わたし」［ban］について 

✳格助詞「の」が人を表す語彙に接続する場合

はすべて［ɡa］になる。 
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<一人称「わたし」 [ban]の場合> 

〈わたし〉［ban］＋〈の〉［ɡa］→［n］が脱落

して［baɡa］になる。 

◎［ban］「わたし」に格助詞〈の〉[ɡa]が接続

した時の用例 

・baɡa  anna:  ukïna:ŋkaidu  pïïta: 

「私の母は沖縄に行きました」 

・kamakaɾa  kïsïso:  baɡa  adzasai 

「向こう生から来るのは僕の兄だ」 

・adzaɡa  muduɾi  kïsïzzu  matsï 

「兄の帰りを待つ」 

・ʃu:ɡa  buduïʃimaikja:ɡami  mi: 

「お爺さんの踊り終わるまで見る」 

(1)-2.<複数人称「わたしたち」の場合> 

〈わたしたち〉［banta］＋〈に〉［n］→［bantan］

となる。 

・bantaɡa  naɾa:sïnudu  janaka:daɾa 

「私たちの親は躾が厳しいのだ」 

・bantaɡa  muduɾikïsïzzu  matʃu:  ujata: 

ʃuwa:ʃidu  u: 

「私たちの帰りを待つ親は心配している」 

(2)対称「あなた、君」［vva］について 

<一人代名詞について> 

(2)-1.対称代名詞〈あなた、君〉［vva］につい

て 

〈あなた〉［vva］＋〈の〉［ɡa］→［vvaɡ］に

なる。 

✳人称代名詞に接続するので助詞「の」は「が」

[ɡa]になる。 

◎［vva］〈あなた、君〉に格助詞〈の〉[ɡa]が

接続した時の用例 

・vvaɡa  na:ja  no:tiɡa  andʒa: 

「あなたの名前は何ですか」 

・kaman  mi:ɾai  u:so:  vvaɡa  ja:daɾa 

「向こうに見えるのは君の家だ」 

(2)-2.<複数人称「あなたたち、君たち」 [vvata] 

格助詞［の］「ɡa」が接続する場合> 

複数人称は〈あなたたち〉［vvata］＋〈の〉［ɡa］

→［vvataɡa］になる。用例を示す。 

・vvataɡa  sïŋkanukja:ja  ɡammaɾju: 

tʃa:ndu  ʃiʃʃu: 

「あなたたちの仲間は悪さばかりしている」 

・kamakaɾa  kïsïso:  vvataɡa  ja:dina: 

「向こうから来るのは君たちの家族か」 

(3)他称「かれ」［kai］について 

<一人代名詞について>  

(3)-1.対称代名詞〈かれ〉［kai］について 

〈かれ〉［kai］＋〈の〉［ɡa］→［kaiɡa］に

なる。 

◎［kai］〈かれ〉に格助詞〈の〉[ɡa]が接続し

た時の用例 

・kaiɡa  uja:  kitsïba:sai 

「彼の親ととても厳しい」 

・kaiɡa  pamaïŋkaija  kanamaïnu  saɡaï 

「彼の働きには感心する」 

(3)-2.<複数人称「かれたち」に格助詞［の］「no」

「が」の接続する場合> 

〈かれたち〉［kaita］＋〈の〉［ɡa］→［kaitaɡa］

になる。用例を示す。 

・taitaɡa  ujata:  juima:ɾudu  ʃiʃʃu: 

「彼たちの親は結をやっている」 

・vvataɡa  ʃiʃʃu:kuto  kaitatu  ɡu:saiɡa 

「君たちのやってることは彼たちと変わらない」 

(4)疑問称「だれ」［to:］について 

(4)-1.対称代名詞〈だれ〉［to:］について 

〈だれ〉［to:］＋〈の〉［ɡa］→［to:ɡa］に

なる。 

◎［to:］〈だれ〉に格助詞〈の〉 [ɡa]が接続

した時の用例 

・vvaɡa  nu:ɾikïsïta:so:  to:ɡa  

kuɾumajaba 

「君の乗ってきたのは誰の車か」 

・vvaɡa  mipana:  to:ɡa  mipana  ŋɡa  

n:dakaɾi:  u:ɾja: 

.  
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「君の顔は誰の顔に似ているか」 

(4)-2.<複数人称「だれたち」［to:ta:］の場合

> 

複数人称は〈だれたち〉［to:ta］＋〈の〉［ɡa］

→［to:taɡa］になる。用例を示す。 

・vva:  totaɡa  ja:  ŋkaiɡa  ikïtaɾja: 

「君は誰たちの家へ行ったか」 

・to:taɡa  aïmunuɡa  mattobaɡaɾa  sïsaiŋ 

「誰たちの言う事が正しいか分からない」 

(5)反射代名詞「自分」［du:］[naɾa]について 

<一人代名詞について> 

(5)-1.反射代名詞〈自分〉［du:］[naɾa]につい

て 

〈自分〉［du:］［naɾa］＋〈の〉［ɡa］→［tu:ɡa］ 

［naɾaɡa］になる。 

◎〈自分〉［naɾa］［du:］に格助詞〈の〉 [ɡa]

が接続した時の用例 

・du:ɡa  kutu:ba:  du:ʃi:  sïsï  

✳naɾaɡa  kutu:ba:  naɾaʃi:  sïsï  

「自分の事は自分でする」 

・du:ɡa  sïsïɡamatanu  kutu:ba 

 du:ʃi:kaŋɡaiɾu  

✳naɾaɡa  sïsïɡamatanu  kutu:ba:  naɾaʃi: 

kaŋɡaiɾu  

「自分のすべきことは自分で考える」 

(5)-2.<複数人称「自分たち」［du:ta］[naɾata]

の場合 

複数人称は〈自分たち〉［du:ta］［naɾata］＋

〈の〉［ɡa］→［to:taɡa］.［naɾataɡa］にな

る。用例を示す。 

・du:taɡa  sïɡuto:  m:naɡa  tamindu  

naɾju:  

✳naɾataɡa  sïɡuto:  m:naɡa  tamindu  

naɾju:  

「自分たちの仕事は皆の為になる」 

・du:taɡa  kïbaïkuto:  du:taɡa  ʃikininsai 

✳naɾataɡa  kïbaïkuto:  naɾataɡa  

ʃikininsai 

「自分たちが頑張ること自分たちの使命だ」 

(6)指示代名詞［kui］「これ」、［ui］「それ」、

［kai］「あれ」が人を表す時は助詞［ɡa］「が」

のつく例 

野原方言では、指示代名詞の「これ」「それ」

「あれ」に助詞［の］「no」が接続する場合は

助詞は［nu］「ヌ」になるが人を表す場合は［ɡa］

「ガ」になる。 

①近称「kui」「これ」に助詞［の］「no」が［ɡa］

「が」となってつく用例 

<単称の場合［kui］に助詞[nu]｢の｣→［ɡa］「が」

になる> 

◎［kai］「かれ」に格助詞［の］「no」がつく

と［kui］＋［nu］→［kuiɡa］となる。用例を

示す。 

・kuiɡa  pammaijudu  mutʃi  ikïta: 

「これの弁当を持って行った」 

・kuiɡa  sïɡutu:ba:  su:daka:  baɡadu 

su:di 

「これの仕事はしなれば僕がするよ」 

①-2<複数の人を示す場合> 

［kui］「これ」＋[ta] 「た」の形［kuita］に

格助詞［no］「の」が接続する形は［ɡa］で表

れる 

・kuitaɡa  buduïzzu  vva:  mi:ɾu 

「これたちの踊るのを君は見なさい」 

・kuitaɡa  fo:munu:  sika:ï  

「これたちの食べ物を準備する」 

②中称「ui」「それ」に助詞［ɡa］がつく用例 

<単称の場合> 

・uiɡa  mutʃipïïɡamatanu  munu:ba:  vva: 

mutʃipiɾi 

「それの持っていく物は君が持って行け」 

・uiɡa  adzo:  tumiku: 

「それの兄を探してこい」 

②-2<複数形は［ui］「それ」＋[ta] 「た」の

.  
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形［uita］「それたち」に助詞［nu］が接続す

る形は［ɡa］「が」で表れる> 

◎用例を示すと次のようになる。 

・uitaɡa  m:na:  baɡa  dusïnukja:daɾa 

「それたちのみんなは私の友達だ」 

・saɲu:ba:  m:na  uitaɡa  paɾiŋkaidu  

ibita: 

「苗は皆これたちの畑に植えた」 

③遠称［kai］「あれ」に助詞［ɡa］がつく用例 

③-1<単称の場合> 

［kai］「あれ」は人を表す場合、前述した人

称代名詞［kai］「かれ」と同じような用法を表

す。用例を示す。 

・kaiɡa  asïpïjo:ju  mi:tsïka:  

umuʃiʃʃisaiɡa 

「あれの遊び方を見ると面白い」 

・kaiɡa  ffa:  bo:tʃiɾajabadu  adzaŋkïkani  

sïsï 

「あれの子どもは腕白であやすのに苦労する」 

③-2指示代名詞の遠称「kai」「あれ」の複数形

は「kai」「あれ」＋［ta］「た」→「あれたち」

「あれら」「kaita」に［ɡa］が付く場合の用例。 

・kaitaɡa  ja:dja:  upo:dasai 

「彼たちの家族は多い」 

・kaitaɡa  ja:ja  ka:ɾaja:sai 

「彼たちの家は瓦屋です」 

(4)不定称［ndʒi］「どれ」に助詞［nu］がつく

用例 

野原方言に置いて指示代名詞の不定称［ndʒi］

「どれ」は人称代名詞としては用いることはな

い。人の子どもに対していう場合 

・ndʒinu  ffajaba「どれの子どもか」 

とは表現しない。ただし、人以外を表現する所

有格助詞［no］「の」が人を表す場合所有格助

詞［ɡa］「が」として表れるので混乱を起こす。 

・ndʒinuɡa  vvaɡa  ffajaba「どれが君の子ど

もか」 

人を表す用法として一般的に[to]「だれ」を用

いることはない。 

<指示代名詞の不定称には［ndʒi］「どれ、どち

ら」には、助詞［ɡa］と［nu］のどちらもつく

> 

格助詞の「ɡa」と「nu」は前に位置し、後ろ

にある「ɡa」は疑問を示す係助詞である。「ndʒi」

「どれ」が人を示す場合も物を示す場合も関係

なく格助詞は「ɡa」と「nu」の両方接続できる。

一般的には人を示す不定称には人称代名詞の疑

問詞はほとんど「to:」「だれ」が用いられる。

しかし、「ndʒi」「どれ、どちら」を用いるとし

ても違和感はなく意味は通じる。 

〈不定称指示代名詞が物を示す場合〉 

・ndʒinuɡa  vvaɡa  nu:majaba 

✳ndʒiɡaɡa  vvaɡa  nu:majaba 

「どれが君の馬か」 

・ndʒiɡaɡa  vvaɡa  kuɾumajaba 

✳ndʒinuɡa  vvaɡa  kuɾumajaba 

「どれが君の車か」 

〈不定称指示代名詞が人を示す場合〉 

・ndʒiɡaɡa  kaiɡa  ujajaba 

✳ndʒinuɡa(to:ɡaɡa)  kaiɡa    ujajaba 

「どれが彼の親か」 

・ndʒiɡaɡa  vvaɡa  ffajaba 

✳ndʒinuɡa(to:ɡaɡa)  vvaɡa  ffajaba 

「どちらが(だれが)君の子どもか」 

 

4.格助詞「に」の場合 

<格助詞「に」の用法> 

野原方言おける格助詞「に」は用法によって［n］、

［ŋkai］の両方が表れる。 

まず国語における格助詞「に」の用法を参考文

献から示す。 

動作の行われる時を指定する。 

・動作、作用の行われ、成立する場所を指定す

る。 
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・動作の帰着する場所を示す。 

・動作の目的を示す。 

・動作、作用の原因、理由を示す。 

・動作、作用の結果を示す。 

・動作、感情の向けられる対象を示す。 

・動作、作用を受ける場合の動作の主や使役の

動作の対象を示す。 

・動作、作用の行われ方、存在する状態を示す。 

・比較の起点、基準を示す。参考文献「岩波講

座・文法 7・西田直敏」1977年 

ここでは野原方言における格助詞「に」「n」

が人の行動に関わって使用される用法について

検証したい。野原方言に於いては用法は限定的

で話し手が拠点で移動しない思考行動に限定さ

れる。野原方言における日本語助詞「に」はほ

とんどが格助詞「へ」［ŋkai］で対応する。 

◎人称代名詞に格助詞「に」の接続が野原方言

で[ŋkai]になる時の用例 

・ti:nu  pïso: baɾuŋkai  miʃi 

「掌の平を私に見せる」 

・naɾaɡa  kaʃi:ju  pïtuŋkai  tanum 

「自分の手伝いを人に頼む」 

・tabïŋkainu  ni:ju ti:ŋkai  mutsï 

「旅への荷物を手に持つ」 

・awati: funiŋkai  nu:ï 

「慌てて船に乗る」(乗るために急いで離れてい

る船まで移動して乗る場合) 

・awati:  funin  nu:ï 

「急いで船に乗る」(船の袂に居て出ようとする

船に直ぐ乗る場合) 

・nu:maŋkai  nu:ï 

「馬に乗る」(馬に乗るための行動に主眼に置く

表現) 

・nu:man  nu:ï 

「馬に乗る」(馬に乗ったという事象に主眼を置

いた表現) 

(1)自称「わたし」［ban］について 

<一人称「わたし」の場合> 

〈わたし〉［ban］＋〈に〉［n］→ 

［baɾun］になる。 

◎［ban］「わたし」に格助詞〈に〉 [n]が接続

した時の用例 

・baɾun  mutasïtsïka:  tudukidi 

「私に預けたら届けるよ」   

<✳baɾuŋkai mutasïtsïka: tudukidusï>と言う

ことも自然である。 

・baɾun  fi:tsïka:  atukaɾa  ïzzu:  

mutʃiku:di 

「私に呉れれば後から魚を持ってくる」 

<baɾuŋkai  fi:tsïka:  atukaɾa  ïzzu:  

mutʃiku:di >と言うことも自然である。 

(1)-2.<複数人称「わたしたち」の場合 

〈わたしたち〉［banta］＋〈に〉［n］→［bantan］

になる。 

・bantan  miʃitsïka:  to:ŋkaimai  

andzadja:n 

「私たちに見せれば誰にも言わない」 

<bantaŋkai  miʃitsïka:  ①to:ŋkaimai  

andzadja:n>とも言える。しかし[to:ŋkaimai]

を[to:nmai]と言う事は出来ない。 

・bantan  tuɾasïtsïka:  kaisadʒa:n 

「私たちに渡すと返さない」 

<bantaŋkai  tuɾasïtsïka:  kaisadʒa:n>と言

っても不自然ではない。 

<一人称の場合> 

(2)対称「あなた、君」［vva］について 

<一人代名詞について> 

(2)-1.対称代名詞〈あなた、君〉［vva］につい

て 

〈あなた〉［vva］＋〈に〉［n］→［vvaɡ］に

なる。 

◎［vva］〈あなた、君〉に格助詞〈に〉 [n]が

接続した時の用例 

・vvan  fi:busï:nu  mununudu  a:   
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<vvaŋkai  fi:busï:nu  mununudu  a:>とも言

う。 

「あなたに上げたい物がある」 

・dainu  va:bin  utsïkï   

・vvan  dainu  vabiŋkai  utsïkasï 

「君に台の上に置いてもらう」 

✳事態が起点から移動する動詞を使用した次の

用例では格助詞｢に｣[n]は使えず｢ŋkai｣になる 

・vvaŋkai  panasïtsïka:  pïsuɡaïdusï 

「君に話すとみんなに広がる」 

・vvaŋkai  tivvi:  tuɾasïtsïka:  javvidusï

「君に投げて渡すと壊れる」 

(2)-2.複数人称「あなたたち、君たち」[vvata]

の場合 

複数人称は〈あなたたち、君たち〉［vva］＋〈た〉

［ta］→［vvata］になる。 

・vvatan  mutasïtsïka:  ɾakundu  naï 

「あなたたちに持たすと楽になる」 

<vvataŋkai  mutasïtsïka:  ɾakundu  naï>と

言う言い方に(物を持たせて相手に送り届ける

と安心するという意図が話し手にある場合)に

｢に｣が[ŋkai]になる。 

・kïsïjo:n  vvataŋkai  tu:tsïkita:suɡadu 

to:mai  ku:ŋ 

「来るように君たちに伝えたけど誰も来ない」 

(3)他称「かれ」［kai］について 

<一人代名詞について> 

(3)-1.対称代名詞〈かれ〉［ban］の場合 

〈かれ〉［kai］＋〈に〉［n］→［kain］にな

る。 

◎［kai］〈かれ〉に格助詞〈に〉 [n]が接続し

た時の用例 

・baɡa  ʃaʃinnudu  kaiŋ  fi:busï:nu  

「私の写真を彼に差し上げたい」 

・ma:ïzzu  tivvi:du  kain  tuɾasï 

「毬を投げて彼に渡す」 

・kain  adzïkitsïka:  kïmujasïmunusai 

「彼に預ければ安心です」 

・m:naŋkainu  sïsaimunu:ba:  kaindu 

tuɾasïta: 

「みんなへの伝言は彼に渡した」 

(3)-2.<複数人称「かれたち」の場合> 

複数人称は〈だれたち〉［to:ta］＋〈に〉［n］

→［to:tan］になる。 

・kaitan  no:jumai fi:na 

<kaitaŋkai  no:jumai  fi:na>とも言う。 

「彼たちに何も上げるな」 

・kaitan  fi:muno:  no:mai  ɲa:ŋ 

<kaitaŋkai  fi:muno:  no:mai  ɲa:ŋ>とも言

う。 

「彼たちに上げるものは何もない」 

(4)疑問称「だれ」［to:］について 

<一人代名詞について> 

(4)-1.対称代名詞〈だれ〉［to:］について 

〈だれ〉［to:］＋〈に〉［n］→［トーン］［to:n］

になる。 

◎［to:］〈だれ〉に格助詞〈に〉 [n]が接続し

た時の用例 

・to:n  fi:ɾubaɡa  dzo:ka:ɡaɾa  sïsaiŋ 

<to:ŋkai  fi:ɾubaɡa  dzo:ka:ɡaɾa  sïsaiŋ >

とも言う。 

「誰にあげれば良いか分からない」 

・ffo:  to:n  dakaʃimidiɡatidu  ɡaŋɡiju: 

<ffo:  to:ŋkai  dakaʃimidiɡatidu  

ɡaŋɡiju:>とも言う。 

「子どもは誰に抱かせるか考える」 

✳[baɡa]、 [ɡatidu]の｢か｣[ɡa]は疑問終助詞で

ある。 

(4)-2.<複数人称「だれたち」［to:ta］の場合

> 

複数人称は〈だれたち〉［to:ta］＋〈に〉［n］

→〈誰たちに〉［to:tan］になる。 

・to:tan  miʃiɾubaɡa  dzo:kaɾja: 

<to:taŋkai  miʃiɾubaɡa  dzo:kaɾja:>とも言

.  
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える。 

「誰たちに見せれば良いか」 

・baɡa  idjo:so:  to:tanɡa  naɾja: 

「僕が会うのは誰たちになるか」 

(5)反射代名詞「自分」［du:］［naɾa］につい

て 

<一人代名詞について> 

(5)-1.反射代名詞〈自分〉［du:］［naɾa］につ

いて 

〈自分〉［naɾa］［du:］＋〈に〉［n］→〈自

分に〉［naɾan］ 

〈自分に〉［du:］＋〈に〉［n］→［du:n］ 

◎〈自分〉［naɾa］［du:］に格助詞〈に〉 [n]

が接続した時の用例 

・du:n  ʃiɾain  munu:  pïtuŋkai  tanumna 

✳naɾan  ʃiɾain  munu:  pïtuŋkai  tanumna

「自分に出来ないこと他人に頼むな」 

・dzo:dzïn  ʃiɾainna  du:ndu  ʃikininnaa:  

✳dzo:dzïn  ʃiɾainna  naɾa:ndu   

ʃikininnaa: 

「上手く出来ないのは自分に責任がある」 

(5)-2.<複数人称「自分たち」［du:ta:］の場合

> 

複数人称は〈自分たち〉［du:ta］［naɾata］✳ 

[du:ta:]＋〈に〉［n］→［du:tan］になる。 

・du:tan  pazzu  kakasïna 

<du:taŋkai  pazzu  kakasïna>とも言える。 

「自分たちに恥をかかせるな」 

・ʃiʃʃijavta:ja  baɾun  tajanu  

ɲa:ttamnibasai 

「失敗したのは自分たちに力がなかったからで

す」 

✳[naɾata] ＋〈に〉［n］→［naɾatan］になる。 

・naɾatantʃa:kadu  naŋɡïzza  ʃimju: 

「自分たちにだけ難儀させてる」 

・naɾatan  sunnu  ɲa:daka:  dʒo:bunna:「自

分たちに損がなければよいのか」 

(6)指示代名詞［kui］「これ」、［ui］「それ」、

［kai］「あれ」が人を表す時助詞［n］「に」

のつく例 

野原方言では、指示代名詞の中の事物を示す

「これ」「それ」「あれ」は人を表す代名詞と

しても用いられる。 

<指示代名詞が人を示す時> 

①近称「kui」「これ」に[n]「に」がつく 

<一人称に［kui］＋助詞［n］「に」がつく例 

［kui］＋［n］→［kuin］となる。 

・kuindu  mutʃi  piɾasïta: 

「これに持って行かせた」 

・kuin  sïɡutu:  ʃimiɾo:mai  maija  mi:ŋ 

「これに仕事をさせても捗らない」 

①-2<複数の人を示す場合> 

［kui］「これ」＋[ta] 「た」の形［kuita］に

助詞「n」が接続する形［kuitan］で表れる 

・kuitan  buduɾasïtsïka:  m:naɡadu mi:sai 

「これたちに踊らせたらみんなが見る」 

・kuitan  fi:ttikaɾa  vva: faijo: 

「これたちに食べさせてから君は食べてよ」 

②中称「ui」「それ」に［n］「に」がつく例 

・uinna  mutasadana  vva: mutʃipiɾi 

「それには持せずに君が持って行け」 

・uiɲumasï 

「それに読ませる」 

②-2<複数形は［ui］「それ」＋[ta]「た」の形

［uita］「uita」に助詞［n］「に」が接続する

形［uitan］「それたち」で表れる> 

・uitandu  m:naɡa usaɾaita: 

「それたちにみんなが馬鹿にされた」 

・bu:ɡïjuba:  uitandu  m:na  ibiʃimita: 

「砂糖キビはこれたちに皆植えさせた」 

➂遠称［kai］「あれ」に助詞[n]［に］がつく

用例 

遠称［kai］「あれ」は人を表す場合、前述した

称代名詞［kai］「かれ」と同じような用法を表
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す。 

◎［kai］「あれ」に格助詞［の］「no」が付く

用例。人称代名詞になるので接続する格助詞は

［nu］「の」が［ɡa］「が」になる。 

・kaindu  asïpïɡa  sa:ɾi:  ikaita: 

「あれに(かれに)遊びに連れて行かせた」 

・kaindu  ffo:  adzïkita: 

「あれに(かれに)子どもを預けた」 

③-2指示代名詞の遠称「kai」「あれ」の複数形

は「kai」「あれ」＋［ta］「た」→「あれたち」

「あれら」「kaita」である。 

・kaitan(kai)  idja:ɲo:n  sïsï 

「あれらに(かれたちに)会わないようにする」 

・kaitandu  akuʃiɾaita: 

「あれたちに(かれたちに)虐められた」 

④不定称［ndʒi］「どれ」に［n］「に」がつく

用例 

指示代名詞の不定称に「ndʒi」「どれ、どちら」

に助詞[n]「に」がつく用例。 

普通は指示代名詞の不定称は人を表す表現に用

いる要素はなく［ndʒi］「どれ」に替わって[to:]

「だれ」が用いられる。 

・ndʒin (to:n)  dakaiɾubaɡa  nakïjamja: 

「どれに(だれに)抱かれた方が泣き止むか」 

・ffo:ba:  ndʒin(to:n)ɡa  adzïkiɡamatajaba 

「子どもはどれに(だれに)預けるか」 

 

○<日本語における動作の目的を表す助詞「に」

は野原方言では助詞［ɡa］になる> 

<助詞「に」が［ɡa］になる用例> 

・adzatudu  buduïzu  mi:ɡa  ikju:ta 

「兄と踊りを見に行っていた」 

・pindzanu  fusa  kaïɡa  ikadaka:naɾaŋ 

「山羊の草刈りに行かなければならない」 

・ja:sïfu  naɾju:iba  asamunu:  fo:ɡa 

ikadi 

「腹が減ったので朝ご飯を食べに行こう」 

・pja:pja:ti:  annatu  idjo:ɡa  piɾi 

「早く母さんと会いに行きなさい」 

・baja:  dʒinnuʼ  tuïɡadu  kïsïta: 

「私はお金を取りに来た」 

・dzu:  aʃu:  fo:ɡa  ikadi 

「さあ昼ご飯を食べに行こう」 

・ʃu:ɡadu  ko:ta:  nu:mo:  mi:ɡa  mmjaiju: 

「祖父がぞ買った馬を見にお見えになっている」 

 

5.格助詞「へ」の場合  

<格助詞「へ」の用法> 

・日本語に文語に置いて格助詞「へ」は、動作

の表す動作の進行する目標所在の方向を示す。 

・場所を指すという漠然としたものでそちらの

方という方角を指して言うにとどまる。参考文

献「現代日本語法の研究・佐久間 鼎」 

・名詞「辺」から転成した助詞で、名詞「辺」

が中心から遠い端、末を意味するところから現

在いる地点から遠く離れた地点に向かって進む

場合に用いられる。参考文献「岩波講座・文法

7・西田直敏」 

(1)自称「わたし」［ban］について 

<一人称「わたし」の場合> 

〈わたし〉［ban］＋〈へ〉［ŋkai］→ [baɾuŋkai]

になる。 

✳ある場所から別の場所に移動する、人や物が

移動するような進行的意義が顕著な場合に〈へ〉

［ŋkai］を用いる 

(わざわざ移動して会いに来る場合) 

◎［ban］「わたし」に格助詞〈へ〉 [ŋkai]が

接続した時の用例 

・baɾuŋkai  idjo:ɡa  kïsï 

「私へ会いに来る」 

・baɾuŋkai  tsïtu:  mutʃikïsï 

「私へ(に)お土産を持って来る」 

・kaiŋkai  sïsaiɾuti:  baɾuŋkai  tu: tsïki

「彼へ(に)伝えるように私へ言づける」 
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(1)-2. <複数人称「わたしたち」の場合> 

〈わたしたち［banta］〉＋〈た〉［ta］→［banta］

になる。 

・kaiɡa  bantaŋkainu  kaʃi:ja  

maifukabaka:ïsai「彼の私たちへの援助は感謝

しかない」 

・bantaŋkai  tiɡamju:  ukuɾja:mai  

pito:nudu  ʃiɾain「私たちへ(に)手紙を送っ

ても返事が出来ない」 

(2)対称「あなた」［vva］について 

<一人代名詞について> 

(2)-1.対称代名詞〈あなた、君〉［ban］につい

て 

〈あなた〉［vva］＋〈た〉［ta］→［vvata］

になる。 

◎［vva］〈あなた、君〉に格助詞が〈へ〉 [ŋkai]

に接続した時の用例 

・vvaŋkai  pumimunuïzzu  ukuɾadi 

「あなたへ(に)賛辞を送ります」 

・uɾja: vvaga baɾuŋkai fi:ta: munusai 

「それは君が僕にくれた物です」 

(2)-2.<複数人称〈あなたたち、君たち〉 [vvata]

の場合> 

複数人称は〈あなたたち〉［vvata］＋〈た〉［ta］

→［vvata］になる 

・vvataŋkai  muŋku:  aïzzadi 

「あなたたちへ文句を言いたい」 

・kutu:  ukusïta:  vvataŋkaidu 

batafusaɾju:   

「問題を起こした君たちへ(に)腹が立つ」 

(3)他称「かれ」［kai］について 

<一人代名詞について> 

(3)-1.対称代名詞〈かれ〉［kai］について 

〈かれ〉［kai］＋〈へ〉［ŋkai］→［kaiŋkai］

になる。 

◎［kai］〈かれ〉に格助詞〈へ〉 [ŋkai]が接

続した時の用例 

・kaiŋkai  tiɡamju:  ukuï「彼へ(に)手紙を

送る」 

・kaiŋkaidu  ma:ïzzu  tuvta: 

「彼へ毬を投げた」 

(3)-2.<複数人称「かれたち」の場合> 

複数人称は〈かれたち〉［kaita］＋〈た〉［ta］

→［kaitaŋkai］になる。 

・kaitaŋkai  fa:sïmuno:  no:mai  ɲa:ŋ  「彼

たちへ(に)食べさせるものは何もない」 

・tsïto:  kaitaŋkainu  munumai  aɾi:na:「土

産は彼たちへの物もあるか」 

(4)疑問称「だれ」［to:］について 

<一人代名詞について> 

(4)-1.対称代名詞〈だれ〉［to:］について 

〈だれ〉［to:］＋〈た〉［ta］→［to:］にな

る。 

◎［to:］〈だれ〉に格助詞〈へ〉 [ŋkai]が接

続した時の用例 

・kuɾja:  to:ŋkai  fi:ɡamatanu  munujaba

「これは誰へ(に)あげる物か」 

・to:ŋkai  andʒibaɡa  ʃiʃʃu:ɾja: 

「誰へ(に)話せば分かるか」 

(4)-2.<複数人称「だれたち」［to:ta:］の場合

> 

複数人称は〈だれたち〉［to:ta］＋〈た〉［ta］

→［to:taŋkai］になる。 

・to:taŋkai  idjaibaɡa  panasïzza  naɾja:

「誰たちへ(に)遭えば話ができるか」 

・to:taŋkai  tuɾaʃibaɡa  dzokaiba 

「誰たちへ(に)渡せば良いか」 

(5)反射代名詞「自分」［du:］［naɾa］につい

て 

<一人代名詞について> 

(5)-1.反射代名詞〈自分〉［du:］［naɾa］につ

いて 

［naɾa］［du:］＋〈へ〉［ŋkai］→［naɾaŋkai］

［du:ŋkai］になる。 
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◎〈自分〉［naɾa］［du:］に格助詞［ŋkai］「へ」

が接続した時の用例 

・du:ŋkai  mato:ban  ikïdi 

✳naɾaŋkai  mato:ban  ikïdi 

「自分へ(に)正直に生きる」 

・du:ŋkai  idzdzu  ïʒʒi 

✳naɾaŋkai  idzdzu  ïʒʒi 

「自分に気合を入れる」 

(5)-2.<複数人称「自分たち」［du:ta］［naɾata］

の場合> 

複数人称は〈自分たち〉［du:ta］［naɾata］＋

〈へ〉［ŋkai］→［to:ta ŋkai］.［naɾata ŋkai］

になる。 

・du:taŋkai  dzo:ka:ɲan  ʃiʃʃi 

✳naɾataŋkai  dzo:ka:ɲan  ʃiʃʃi 

「自分たちへ(に)良いようにしなさい」 

・pïtuŋkainu  dasïkja:  ato:  du:ŋkaidu  

kïsï 

✳pïtuŋkainu  dasïkja:  ato:  naɾaŋkaidu  

kïsï 

「他人への慈善は後は自分へ(に)帰って来る」 

(6)指示代名詞［kui］「これ」、［ui］「それ」、

［kai］「あれ」が人を表す時助詞［ŋkai］「へ」

のつく例 

野原方言では、指示代名詞の中の事物を示す「こ

れ」「それ」「あれ」は人を表す代名詞として

も用いられ、 

<指示代名詞が人を示す時> 

①近称「kui」「これ」に[へ]「ŋkai」がつく用

例 

<一称に助詞［ŋkai］「へ」がつく> 

［kui］＋［へ］「ŋkai」→［kui ŋkai］となる。 

・kuiŋkaidu  mutʃi  piïta: 

「これへ(に)持って行った」 

・kuiŋkai  sïɡutu:  sïɡutu:  ʃimiɾo:mai  

maiŋkaija  aɡaɡaŋ 

「これへ(に)仕事をさせても進展はない」 

<複数の人を示す場合> 

［kui］「これ」＋[ta] 「た」の形［kuita］に

助詞［ŋkai］「へ」が接続する形［kuitaŋkai］

で表れる 

・kuitaŋkai  fi:ɡamanu  munu:  iɾabï 

「これたちへ(に)送る物を選ぶ」 

・kuitaŋkai  fai:ttikaɾa  vva: faijo: 

「これたちへ(に)食べさせてから君は食べてよ」 

②中称「ui」「それ」に［ŋkai］「へ」がつく

用例 

・uiŋkai  mutʃiikïzza  vvaɡa  kata:kisai  

「それへ(に)持っていくので君の役目です」 

・uiŋkai  jumsïtsïka:  pukaɾasïsadu  sïsï 

「それへ(に) 読ませたら喜ぶ」 

<複数形は［ui］「それ」＋[ta] 「た」の形［uita］

に助詞［ŋkai］「へ」が接続する形［uitaŋkai］

「それたちへ」で表れる> 

・uitaŋkai  m:na baɡa dusïnukja: 

「それたちへ(に)みんな私の友達だ」 

・bu:ɡïjuba:  uitaŋkai  m:na  ibita: 

「砂糖キビはこれたちへ（に）皆植えた」 

③遠称［kai］「あれ」に［ŋkai］「へ」がつく

用例 

遠称「あれは」人を表す場合、前述した人称

代名詞［kai］「かれ」と同じような用法を表す。 

・kaiŋkai  asïpïɡa  dzu:ti: andzaita: 

suɡadu  mbati u:ta: 

「あれへ(に)遊びに行こうと誘ったが断わられ

た」 

・kaiŋkai  tavkja:  ku:ti:  aïta:suɡadu  

ffa:  sa:ɾi:  kiʃu:ta: 

「あれへ(に)一人で来いと言ったけど子どもを

連れて来ていた」 

✳指示代名詞の遠称「kai」「あれ」の複数形は

「kai」「あれ」＋［ta］「た」→「あれたち」

「あれら」「kaita」である。 

・kaitaŋkaidu  daidzïna  panasïnu  a: 

. 
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「彼たちへ(に)大切な話がある」 

・kaitaŋkai  kaʃi:  ʃimidi 

「彼たちへ(に)手伝ってもらう」 

④不定称［ndʒi］「どれ」に［ŋkai］「へ」が

つく用例 

人を表す指示代名詞の不定称には「ndʒi」「ど

れ、どちら」に[ŋkai]「へ」がつく用例。 

<普通は指示代名詞の不定称は人を表す表現に

用いる要素はなく［ndʒi］「どれ」に替わって

[to:]「だれ」が用いられる> 

・ndʒiŋkaiɡa  tanumɡamatajaba 

「どちらへ(に)頼むのか」 

✳to:ŋkaiɡa  tanumɡamatajaba 

「誰へ(に)に頼むのか」 

・adzatu  ututunu  ndʒiŋkaiɡa  jumiŋkai  

ikja: 

「兄と弟のどれへ(に)嫁に行くのか」 

✳adzatu  ututunu  to:ŋkaiɡa  jumiŋkai  

ikja: 

「兄と弟の誰へ(に)嫁に行くのか」 

 

6.格助詞「と」について 

(1)自称「わたし」［ban］について 

<一人称「わたし」の場合> 

〈わたし〉［ban］＋格助詞［to］「と」→［bantu］

になる。 

<［ban］「わたし」に格助詞［tu］「と」が接

続した時の用例> 

・bantu  ma:tsïki  ikï 

「私と一緒に行く」 

・bantu  ikïtsïka:  umuʃiʃʃidaɾa 

「私と行くと楽しいぞ」 

(1)-2.複数人称は「わたし」［ban］＋［ta］→

〈私たち〉［banta］になる。 

・bantatu  asïpïɡa  ikï 

「私たちと遊びに行く」 

・bantatu  sïɡutu:  sïsïtsïka:  

pja:pja:tidu  ʃimai 

「私たちと仕事をすると早く終わる」 

(2)対称「あなた」［vva］について 

<一人代名詞について> 

(2)-1.対称代名詞〈あなた、君〉［vva］につい

て 

〈あなた〉［vva］＋［tu］→［vvatu］になる。 

◎［vva］〈あなた、君〉に格助詞［tu］「と」

が接続した時の用例 

・vvatu  ma:tsïki  ikadi 

「あなたと一緒に行く」 

・vvatu  a:ɡu:  andzï 

「君と歌を歌う」 

(2)-2.<複数人称「あなたたち」の場合> 

複数人称は〈あなたたち〉［vvata］＋［tu］〈と〉

→［vvatatu］になる。 

・vvatatu  idjo:mai  naɡja:fu  buɾisaiɡa   

「あなたたちと会うのも久しぶりだ」 

・vvatatu  ma:tsïki  tu:tsïkïdaka:  naɾan  

mununudu  a: 

「君たちと共に伝えなければならないことがあ

る」 

(3)他称「かれ」について 

<一人代名詞について> 

(3)-1.対称代名詞〈かれ〉［kai］について 

〈かれ〉［kai］＋［tu］→［kaitu］になる。 

◎［kai］〈かれ〉に格助詞［tu］「と」が接続

した時の用例 

・kuɾju:  kaitu  ukuɾattidu  baɡa  ikï「こ

れを彼と送る為に僕が行く」 

・kaitu  tivvi:  tuɾasï 

「彼と投げて渡す」 

(3)-2.<複数人称「かれたち」の場合> 

複数人称は〈かれたち〉［kaita］＋［tu］「と」

→［kaitatu］になる。 

・kaitatu  panaʃibadu  dzo:ka: 

「彼たちと話した方が良い」 
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・kaitatu  ukuïmunu:  iɾabï 

「彼たちと贈り物を選ぶ」 

(4)疑問称「だれ」［to:］について 

<一人代名詞について> 

(4)-1.対称代名詞〈だれ〉［to:］について 

〈だれ〉［to:］＋［tu］「と」→［to:tu］に

なる。 

◎［to:］〈だれ〉に格助詞［tu］「と」が接続

した時の用例 

・to:tuɡa  ukuïɡamatanu  ni:jaba:  mitʃi: 

ikïɡamatajaba 

「誰と送るべき荷物を運ぶのか」 

・to:tuɡa  panaʃibaɡa  dzo:ka:ɡaɾa  sïsaiŋ 

「誰と話せば良いか分からない」 

(4)-2.<複数人称「だれたち」［to:ta:］の場合

> 

複数人称は〈だれたち〉［to:ta］＋［tu］「と」

→［to:tatu］になる。 

・to:tatu  idjaibaɡa  dzo:kaiba 

「誰たちと遭えば好いか」 

・ukuï  ni:ja  to:tuɡa  sïko:ïɡamatajaba 

「送る荷物は誰と準備するか」 

(5)反射代名詞「自分」［naɾa］［du:］につい

て 

<一人代名詞について> 

(5)-1.対称代名詞〈自分〉［naɾa］［du:］につ

いて 

［naɾa］［du:］＋［tu］「と」→［naɾa］［du:］

［naɾatu］［du:tu］になる。 

◎〈自分〉［naɾa］［du:］に格助詞［tu］「と」

が接続した時の用例 

・futaɡajabadu  adza:  du:tu  mipananu  

junuɡu:sai 

✳futaɡajabadu  adza: naɾatu  mipananu  

junuɡu:sai 

「双子だから兄は自分と顔が同じ」 

・pumiɾaitsïka:  du:tu  adzaɡa  na:ɡïŋdu  

naï 

✳pumiɾaitsïka:  naɾatu  adzaɡa  na:ɡïŋdu  

naï 

「褒められると自分と兄の励みになる」 

(5)-2.<複数人称「自分たち」［naɾata］［du:ta:］

の場合> 

複数人称は〈自分たち〉［du:ta］［naɾata］＋

［tu］「と」→［to:tatu］.［naɾatatu］にな

る。 

・du:tatu  nnainu  sïɡutunudu  ɲa:ŋ 

✳ naɾatatu  nnainu  sïɡutunudu  ɲa:ŋ 

「自分たちと適した仕事がない」 

・du:taŋkai  du:taʃi:  na:ɡï:  ikïdi 

✳naɾataŋkai  du:taʃi:  na:ɡï:  ikïdi 

「自分たちへ(に)自分たちで励まして生きる」 

(6)指示代名詞［kui］「これ」、［ui］「それ」、

［kai］「あれ」が人を表す時、助詞［tu］「と」

のつく例 

野原方言では、指示代名詞の中の事物を示す

「これ」「それ」「あれ」は人を表す代名詞と

しても用いられ、 

<指示代名詞が人を示す時> 

①近称「kui」「これ」に助詞[tu]「と」がつく

用例 

<一人称に助詞［tu］「と」がつく> 

［kui］＋［tu］「と」→［kuitu］となる。 

・kuitu  mutʃi  piïta: 

「これと持って行った」 

・kuitu  sïɡuto::  makasaiŋ 

「これと仕事は任せられない」 

①-2<複数の人を示す場合> 

［kui］「これ」＋[ta] 「た」→［kuita］に助

詞→［tu］「と」が接続する形［kuitatu］で表

れる 

・kuitatu  buduïzzu  naɾa:satʃtʃba  vva: 

mi:ɾu 

「これたちと踊を教えるので君は見なさい」 



宮古島市総合博物館紀要 第 29号（2025） 

206 

・kuitatu  faittikaɾa  vva: sadaɾi:  piɾi 

「これたちと食べてから君は先に行け」 

②中称「ui」「それ」に助詞［tu］「と」がつ

く［uitu］の用例 

・uitu  mutʃipïïɡamatajaba  vva: jukui 

「それと持っていくので君は休め」 

・uitu  jumi  kïkaʃi 

「それと読んで聞かせなさい」 

②-2 複数形は［ui］「それ」＋[ta] 「た」→

［uita］に助詞［tu］「と」が接続する形［uitatu］

で表れる 

・uitaŋtu   mutʃi:ja  ikattam 

「それたちと持って行かなかった」 

・bu:ɡïjuba:  uitatu  m:na  fi:ta: 

「砂糖キビはこれたちと皆食べさせた」 

③遠称［kai］「あれ」に助詞［tu］「と」がつ

く用例 

［kai］「あれ」は人を表す場合、前述した人

称代名詞［kai］「かれ」と同じような用法を表

す。 

・kaitu  asïpïɡa  piïtaso:  to:jaba 

「あれと遊びに行ったは誰か」 

・kaɾja:  kaitudu  ffa:  sa:ɾi:  kiʃu:ta: 

「彼はあれと子どもを連れて来ていた」 

③-2指示代名詞の遠称「kai」「あれ」の複数形

は「kai」「あれ」＋［ta］「た」→「あれたち」

「kaita」である。複数形［kaita］「かれたち」

に格助詞［tu］「と」のつく用例 

・tavkja:  uɾadanaʃi:  kaitatu  asïpïɡa  

piɾi 

「一人で居ないであれたちと遊びに行きなさい」 

・kaitatu  o:ja:  sïsïtsïka:  ɡo:ɾidusï「あ

れたちと仲違いすると苦労する」 

④不定称［ndʒi］「どれ」に「tu」［と］がつ

く 

指示代名詞の不定称には「ndʒi」「どれ、どち

ら」に[tu]「と」がつく用例。 

・kaɾja:  ndʒituɡa  utsutstsajaba 

「彼はどちらと親戚か」 

・futa:ï  u:suɡa  ndʒituɡa  ma:tsïki 

naïɡamatajaba 

「二人いるけれどどちらと結婚するのか」 

<ほとんど［ndʒi］「どれ」が使われことはなく

［to:］「だれ」が使われる> 

(7)反射代名詞「自分」［du:］［naɾa］につい

て 

<一人代名詞について> 

(7)-1.対称代名詞〈自分〉［naɾa］［du:］につ

いて 

［naɾa］［du:］「自分」＋［tu］「と」→［naɾatu］

［du:tu］「自分と」になる。 

◎〈自分〉［naɾa］［du:］に格助詞［tu］「と」

が接続した時の用例 

・kaita:  du:taɡa  kututu  m:naɡa  kutu: 

tʃa:ndu   kaŋɡaiju: 

✳kaita:  naɾataɡa  kututu  m:naɡa  

kutu:tʃa:ndu   kaŋɡaiju: 

「彼らは自分のこととみんなの事だけ考えてい

る」 

・du:ɡa  kututu  pïtunu  kutu:ba:  bakiɾu 

✳naɾaɡa  kututu  pïtunu  kutu:ba:  bakiɾu

「自分の事と他人の事は分けなさい」 

(7)-2.<複数人称「自分たち」［du:ta:］の場合

> 

複数人称は〈自分たち〉［du:ta］［naɾata］＋

［tu］「と」→［to:tatu］［naɾatatu］「自分

たちと」になる。 

・du:tatu  kaitato:  sïsïjo:nudu  tʃiɡo: 

✳naɾatatu  kaitato:  sïsïjo:nudu  tʃiɡo:

「自分たちと彼らとはのやり方が違う」 

・jamaŋkai  nu:ïzza  du:ta:tunu  

tatakaisaiɡa 

✳jamaŋkai  nu:ïzza  naɾata:tunu  

tatakaisaiɡa 
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「登山は自分たちとの戦いだ」 

 

7.格助詞「より」について 

(1)自称「わたし」について 

<一人称「わたし」の場合> 

〈わたし〉［ban］＋〈より〉［juïzza］→［baɲuïzza］

「わたしより」になる。 

◎［ban］「わたし」に格助詞［juïzza］「より」

が接続した時の用例 

・kaɾja:  baɲuïzza  sadaɾidu  piïta: 

「彼は私より先に行った」 

・baɲuïzza  taka:takanu  ja:nu  tsïtsïnu  

kuinubuï 

「私より高い屋根の上のこいのぼり」 

(1)-2.複数人称は〈わたしたち［banta］〉＋〈よ

り〉［juïzza］→〈私たちより〉［bantajuïzza］

になる。 

・kaitaɡa   sïɡuto:  bantajuïzza  

maiŋkaiaɡaki:du  u: 

「彼たちの仕事は私たちより捗っている」 

・bantajuïzza  muɡi:  kaitanna  uɾja:  

ʃiɾaiŋ 

「私たちより不器用な彼らにはそれは出来ない」 

(2)対称「あなた」について 

<一人代名詞について> 

(2)-1.対称代名詞〈あなた、君〉［vva］につい

て 

〈あなた〉［vva］＋［juïzza］「より」→［vvajuïzza］

「あなたより」になる。 

◎［vva］〈あなた、君〉に格助詞［juïzza］「よ

り」が接続した時の用例 

・vvajuïzza  baɡadu  dikibutsïdaɾa 

「君より僕の方が優れている」 

・itsïmai  asïpju:  vvajuïzza  baɡadu  

pataɾakju:daɾa 

「何時も遊んでいる君より僕の方が働いている」 

(2)-2.<複数人称「あなたたち」の場合> 

複数人称は〈あなたたち〉［vvata］＋［juïzza］

「より」→［vvatajuïzza］「君たちより」にな

る 

・vvatajuïzza  bantaɡadu  sadaɾi  kï sïta:

「君たちより僕らが先に来た」 

・vvatajuïzza  pataɾakï  pïtunukja:  uɾaŋ

「君たちより働く人はいない」 

(3)他称「かれ」について 

<一人代名詞について> 

(3)-1.対称代名詞〈かれ〉［ban］について 

〈かれ〉［kai］＋［juïzza］「より」→［kaijuïzza］

「かれより」になる。 

◎［kai］〈かれ〉に格助詞［juïzza］「より」

が接続した時の用例 

・kaijuïzza  pja:pja:ti:  sïkakiɾubadu 

dzo:ka: 

「彼より早めに始めた方が良い」 

・mi:ju:ɾja:mai  kaijuïzza  vvaɡadu  

pja:ka: 

「見ていても彼より君の方が早い」 

(3)-2.<複数人称「かれたち」の場合> 

複数人称は〈かれたち〉［kaita］＋［juïzza］

「より」→［kaitajuïzza］「彼たちより」にな

る。 

・kaitajuïzza  pja:pja:tidu  idikïsïta: 

「彼たちよりは早めに出てきた」 

・kunu  mtstsuba:  kaitajuïzza  bantaɡadu  

ʃiʃʃi 

「この道は彼たちより僕らが知っている」 

(4)疑問称「だれ」［to:］について 

<一人代名詞について> 

(4)-1.対称代名詞〈だれ〉［to:］について 

〈だれ〉［to:］＋［juïzza］「より」→［to:juïzza］

「だれより」になる。 

◎［to:］〈だれ〉に格助詞［juïzza］「より」

が接続した時の用例 

・to:juïzzamai  vvaŋkaidu  puɾja: 
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「誰よりも君のことが好きだ」 

・baɡadu  to:juïzzamai  ujo:ba:  baɡadu 

 mibakaɾju: 

「僕が誰よりも親の面倒は私が見ている」 

(4)-2.<複数人称「だれたち」［to:ta:］の場合

> 

複数人称は〈だれたち、だれら〉［to:ta］＋

［juïzza］「より」→［to:tajuïzza］「誰たち

より」になる。 

・vvata:  to:tajuïzza  sadaɾin  kïsïtaɾja: 

「君たちは誰たちより先に来たか」 

・bantaɡa  a:ɡo:  totajuïzzaɡa  

dʒo:dzïɡaɾa   sïsaiŋ 

「歌は誰たちより上手いか分からない」 

(5)反射代名詞「自分」［du:］［naɾa］につい

て 

<一人代名詞について> 

(5)-1.対称代名詞〈自分〉［naɾa］［du:］につ

いて 

［naɾa］［du:］「自分」＋［juïzza］「より」

→［naɾajuïzza］［du:juïzza］「自分より」に

なる。 

◎〈自分〉［naɾa］［du:］に格助詞［juïzza］

「より」が接続した時の用例 

✳naɾajuïzza  kaiɡadu  kutandju: 

「自分より彼が疲れている」 

・kaɾja:  du:juïzza  takinudu  takaka: 

「彼は自分より背が高い」 

(5)-2.<複数人称「自分たち」［du:ta:］［naɾata］

の場合> 

複数人称は〈自分たち〉［du:ta］［naɾata］＋

〈より〉［juzza］→［do:tajuïzza］. 

［naɾatajuïzza］になる。 

✳natajuïzza  kaitaŋkai  tanumibadu  

dzo:ka: 

「自分たちより彼たちに頼んだ方が良い」 

・du:tajuïzza sadaɾi idipiïta:so: to:jaba 

「自分たちより先に出かけたのは誰だ」 

(6)指示代名詞［kui］「これ」、［ui］「それ」、

［kai］「あれ」が人を表す時、助詞「より」［juïzza］

のつく例 

野原方言では、指示代名詞の中の事物を示す

「これ」「それ」「あれ」は人を表す代名詞と

しても用いられ、 

<指示代名詞が人を示す時> 

①近称「kui」「これ」に「より」[juïzza]がつ

く 

<一人称に助詞［より］「juïzza」がつく> 

［kui］「これ」＋［juïzza］「より」→［kuijuïzza］

「これより」となる。 

・kuijuïzza  baɡadu  jo:daki  mutai 

「これより私が多く持てる」 

・kuijuïzza  sïɡutu:  ʃiɾaidaka:  jamidi 

「これより仕事が出来なければ止める」 

①-2<複数の人を示す場合> 

［kui］「これ」＋[ta] 「た」の形［kuita］「こ

れたち」に助詞「より」［juïzza］が接続する

形［kuitajuïzza］「これたちより」で表れる。 

・kuitajuïzza  sadaɾi  piɾatʃtʃiba  vvamai  

ma:tsïki  ku: 

「これたちより先に帰るので君も一緒に来い」 

・kuitajuïzza  atukaɾa  fai 

「これたちより後から食べなさい」 

②中称「ui」「それ」に［juïzza］「より」が

つく 

・uijuïzza  baɡa  mutʃiikibadu  dzo:ka: 

「それより私が持って行った方が良い」 

・uijuïzza  baɡa  jumikïkaʃibadu  kïkï 

「それより私が 読み聞かせた方が聞く」 

②-2<複数形は［ui］「それ」＋[ta] 「た」の

形［uita］「それたち」に助詞［juïzza］「よ

り」が接続する形［uitajuïzza］「それたちよ

りは」で表れる> 

・uitajuïzza  m:nato:  baɡadu  dusïdaɾa 

. 
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「それたちより皆とは私の方が友達だ」 

・bu:ɡïjuba: uitajuïzza  bantaɡadu  ibita: 

「砂糖キビはこれたちより僕たちが植えた」 

③遠称［kai］「あれ」に［ju ïzza］「より」

がつく 

これは人を表す場合、前述した称代名詞［kai］

「かれ」と同じような用法を表す。 

・kaijuïzza  aɡa:taɡami  asïpïɡa  ikïta: 

「あれより遠くまで遊びに行った」 

・kaijuïzza  jo:daki  ffa:  nasïta; 

「あれより沢山子どもが産んだ」 

③-2指示代名詞の遠称「kai」「あれ」の複数形

は「kai」「あれ」＋［ta］「た」→「あれたち」

「あれら」「kaita」である。 

・kaitajuïzza  pataɾakadaka:  jamiʃimi 

ɾaidusï 

「あれたちより働かないと首になる」 

・banta:  kaitajuïzza  ɡu:ja  m tʃi: 

「僕たちは彼らより仲間は多い」 

④不定称［ndʒi］「どれ」に「より」［juïzza］

がつく 

指示代名詞の不定称には「ndʒi」「どれ、どち

ら」に｢より｣[juïzza]がつく用例。 

・kaitaɡa  ndʒijuïzzaɡa 

・vvaɡa  ffa:  takja:   taka:taka 

「彼らのどちらより君の子どもは背が高い」 

・vvataɡa  ndʒijuïzzamai  baɡa  ja:ja  

aɡa:tasai 

「君らのどちらよりも僕の家は遠い」 

 

8.格助詞「から」について 

(1)自称「わたし」について 

<一人称「わたし」の場合> 

〈わたし〉［ban］＋〈から〉［kaɾa］→〈私か

ら〉［baŋkaɾa］になる。 

◎［ban］「わたし」に格助詞「から」［kaɾa］

が接続した時の用例 

・baŋkaɾa  vvaŋkai  fi:di 

「私から君に上げる」 

・baŋkaɾa  mba:danaʃi:  uki 

「私から取り上げないでくれ」 

(1)-2.複数人称は〈わたしたち〉［banta］＋〈か

ら〉［kaɾa］→〈ばんたから〉［bantakaɾa］に

なる。 

・bantakaɾa  tusïva:ɾa:  ikjaɾa:nu 

「私たちから年上は少ない」 

・bantakaɾa  aïɡamatanu  kuto:  ɲa: ŋ 

「私たちから言うべきことはない」 

(2)対称「あなた」について 

<一人代名詞について> 

(2)-1.対称代名詞〈あなた、君〉［ban］につい

て 

〈あなた〉［vva］＋〈から〉［kaɾa］→〈あな

たから〉［vvakaɾa］になる。 

◎［vva］〈あなた、君〉に格助詞「から」［kaɾa］

が接続した時の用例 

・vvakaɾa  ïʒʒita:  fuko:  kïsaiŋ 

「君から貰った服は着られない」 

・vvakaɾa  ukita:  uŋɡïzzuba:  baʃiŋ 

「あなたから受けた恩義は忘れない」 

(2)-2.<複数人称［vvata］「あなたたち」「君

たち」の場合> 

複数人称は〈あなたたち〉［vvata］＋〈から〉

［kaɾa］→〈あなたたちから〉［vvatakaɾa］に

なる 

・vvatakaɾa  andzaita:  kutu:ba  baʃiŋ 

「あなたたちから言われたことは忘れない」 

・vvatakaɾa  ïʒʒita:  munu:ba:  

 ataɾakasu:di 

「君たちから貰ったものは大切にする」 

(3)他称「かれ」について 

<一人代名詞について> 

(3)-1.対称代名詞〈かれ〉［bai］について 

〈かれ〉［kai］＋〈から〉［kaɾa］→〈かいか
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ら〉［kaikaɾa］になる。 

◎［kai］〈かれ〉に格助詞［kaɾa］「から」が

接続した時の用例 

・kaikaɾa  ukuɾai  kïsïta:  tiɡamju:ba: 

jumdu sïta: 

「彼から送られてきた手紙は読んだ」 

・kïnu  kaikaɾa  kïkïta:  vvaɡa  uisa:  

ʃuwasaiɡa 

「昨日彼から聞いた君のうわさは心配だ」 

(3)-2.<複数人称［kaita］「かれたち」の場合

> 

複数人称は〈かれたち〉［kaita］＋〈から〉［kaɾa］

→〈かれたちから〉［kaitakaɾa］になる。 

・kaitakaɾanu  ïzzaija  mbja:iŋ 

「彼たちからの批判は耐えられない」 

・nnamanu  baɡa  a:muno:  kaitakaɾa  

kaʃi:nu  a:ta:  ukaɡisai 

「今の私があるのは彼らから援助があったから

だ」 

(4)疑問称「だれ」［to:］について 

<一人代名詞について> 

(4)-1.対称代名詞〈だれ〉［to:］について 

〈だれ〉［to:］＋〈から〉［kaɾa］→〈誰から〉

［to:kaɾa］になる。 

◎［to:］〈だれ〉に格助詞「kaɾa」が接続した

時の〈誰から〉［to:kaɾa］用例 

・ukuïmuno:  to:kaɾa  ïʒʒiɾo:mai  pukaɾa 

sïmunusai 

「贈り物は誰から貰っても嬉しい」 

・kuɾumaŋkaija  to:kaɾaɡa  sadaɾi  

nu:ïɡamatajaba 

「車には誰から先に乗るのか」 

<複数人称「だれたち」［to:ta］の場合> 

(4)-2.複数人称は〈だれたち〉［to:ta］＋〈か

ら〉［kaɾa］→〈誰たちから〉［to:takaɾa］に

なる。 

・m:ma  to:takaɾa  ïʒʒita:  munujaba 

「芋は誰たちからの貰い物か」 

・sadaɾja:  to:takaɾa  abiɾibaɡa  

dzo:kaɾja: 

「先に誰たちから呼べばよいか」 

(5)反射代名詞「自分」［du:］［naɾa］につい

て 

<一人代名詞について> 

(5)-1.対称代名詞〈自分〉［du:］［naɾa］の場

合 

〈自分〉［naɾa］［du:］＋〈から〉［kaɾa］→

［自分から］［naɾakaɾa］［du:kaɾa］になる。 

◎〈自分〉［naɾa］［du:］に格助詞「から」［kaɾa］

が接続した時の用例 

・du:kaɾa  na:ju  andʒibadu  dzo:ka: 

「自分から名乗った方が良い」 

✳naɾa:kaɾa  sadaɾi:  iki  matʃu:ibadu  

dzo:ka: 

「自分から先に行って待って居た方が良い」 

(5)-2.<複数人称「自分たち」［du:］［naɾa］

の場合> 

複数人称は〈自分たち〉［du:ta］［naɾata］＋

〈から〉［kaɾa］→〈自分たちから〉［to:takaɾa］

［naɾatakaɾa］になる。 

・sudzanukja:ŋkaija  du:takaɾa  kanamaïzzu  

saɡi 

「先輩には自分たちから挨拶する」 

✳kaʃi:juba:  naɾatakaɾa  sadaɾin  naɾi:  

sïsï 

「加勢は自分たちから率先してする」 

(6)指示代名詞［kui］「これ」、［ui］「それ」、

［kai］「あれ」が人を表す時、助詞［kaɾa］「か

ら」のつく例 

野原方言では、指示代名詞の中の事物を示す「こ

れ」「それ」「あれ」は人を表す代名詞として

も用いられ、 

<指示代名詞が人を示す時> 

①近称「kui」「これ」に格助詞[から]「kaɾa」
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がつく 

<一人称［kui］に助詞［から］「kaɾa」がつく

> 

［kui］＋「から」［kaɾa］「から」→「これか

ら」［kuikaɾa］となる。 

・kuikaɾa  ïʒʒidu  mutʃi  piïta: 

「これから貰って持って行った」 

・kuikaɾa  sïɡutu:  ʃi ʃʃiti:  andzaitaiba  

baɡa  su:di 

「これから仕事をやれと言われたので僕がする

よ」 

①-2<複数の人を示す場合> 

［kui］「これ」＋[ta] 「た」の形［kuita］「こ

れたち」に助詞「から」「kaɾa」が接続する形

［これたちから］「kuitakaɾa」で表れる。 

・kuitakaɾa  sadaɾin  buduï  ɡamatajaba 

vva:  mi:ɾu 

「これたちから先に踊るので君は見なさい」 

kuitakaɾa  faittikaɾa  vva:  faijo: 

「これたちから食べてから君は食べてよ」 

②中称「ui」「それ」に格助詞[から]「kaɾa」

がつく 

・baɡa  uikaɾa  tui:  mutʃipïïɡamatajaba  

vva: jukui 

「僕がそれから取って持っていくので君は休め」 

・sïsain  dzï:juba:  uikaɾa  naɾai:  

jumijo:  

「分からない字はそれから聞いて 読みなさい

ね」 

②-2<複数形は［ui］「それ」＋[ta] 「た」の

形［uita］「それたち」に格助詞[から]「kaɾa」

が接続する形［uitakaɾa］「それたちから」で

表れる。 

・uitakaɾa  tidaiɾaidu  pukaɾa sï:pukaɾa 

sïu:ta: 

「それたちから奢られて楽しかった」 

・bu:ɡïjuba:  uitakaɾa  saɲu:  ïʒʒidu  

m:na  ibita: 

「砂糖キビはこれたちから苗を貰って皆植えた」 

③遠称［kai］「あれ」に格助詞[から]「kaɾa」

がつく 

これは人を表す場合、前述した称代名詞［kai］

「かれ」と同じような用法を表す。 

・kaikaɾadu  asïpïɡa  ikaditi:  andzaita: 

「あれから遊びに行こうと誘われた」 

・kaikaɾadu ffo:mai sa:ɾiku:ti: andzaita: 

「あれから子どもも連れて来いと言われた」 

③-2指示代名詞の遠称「kai」「あれ」の複数形

は「kai」「あれ」＋［ɾa］「ら」→「あれたち」

「あれら」「kaita」である。 

・kaitakaɾa mi:tsïkiɾaitsïka: kunu atudu 

ɡo:ɾi 

「あれたちから睨まれたら今後苦労する」 

・kuɾja: kaitakaɾa mutasaita: munusai 

「これはあれたちから持たされたものだ」 

④不定称［ndʒi］「どれ」に格助詞[から]「kaɾa」

がつく 

指示代名詞の不定称には「ndʒi」「どれ、どち

ら」に格助詞[から]「kaɾa」がつく用例。 

・uman naɾabju: ndʒikaɾaɡa vvaɡa ffajaba 

「そこに並んでいるどれからが君の子どもか」 

・uman  bïʒʒu:  ndʒikaɾaɡa  vvaɡa  

utsutstsajaba 

「そこに座っているどちらからが君の親戚か」 

 

9.格助詞「で」について 

(1)自称「わたし」について 

<一人称「わたし」の場合> 

〈わたし〉［ban］＋〈で〉［ʃi:］→「私で」

［banʃi:］になる。 

◎［ban］「わたし」に格助詞［で］「ʃi:」が

接続した時の用例 

・banʃi:  dzo:buɲatsïka:  kaʃi:  su:di「私

で良ければ手伝います」 
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・nidzu:ja  banʃi:  taɾo:du sï 

「人数は僕で足ります」 

(1)-2.複数人称は〈わたしたち〉［banta］＋〈で〉

［ʃi:］→〈私たちで〉［bantaʃi:］になる。 

・kuɾju:ba:  bantaʃi:  su:di 

「これは私たちでやります」 

・kaɾju:ba:  bantaʃi:  ku sïn  naɾadi 

「彼は私たちで支える」 

(2)対称「あなた」について 

<一人代名詞について> 

(2)-1.対称代名詞〈あなた、君〉［vva］につい

て 

〈あなた、君〉［vva］＋〈で〉［ʃi:］→〈あ

なたで〉［vvaʃi:］になる。 

◎［vva］〈あなた、君〉に格助詞［ʃi:］「で」

が接続した時の用例 

・kaʃi:ja  vvaʃi:  dʒo:buŋ 

「手伝いは君で良い」 

・kuɾju:ba:  vvaʃi:  ʃiʃʃitti  nukuïzzuba:  

baɡa  sïsï 

「これは君でやって残りは僕がやる」 

(2)-2.<複数人称「あなたたち」の場合> 

複数人称は〈あなたたち〉［vvata］＋〈で〉［ʃi:］

→〈君たちで〉［vvataʃi:］になる 

・ni:juba:  vvataʃi:  mutʃipiɾi 

「荷物は君たちで持って行け」 

・sïɡutu:ba:  vvataʃi:  juima:ɾo:ʃi:  

ʃiʃʃi 

「仕事は君たちで支え合ってやれ」 

(3)他称「かれ」について 

<一人代名詞について> 

(3)-1.対称代名詞〈かれ〉［kai］について 

〈かれ〉［kai］＋〈で〉［ʃi:］→〈彼で〉［kaiʃi:］

になる。 

◎［kai］「かれ」格助詞「で」［ʃi:］が接続

した時の用例 

・kaiʃi:  dʒo:buɲatsïka:  sa:ɾi:  piɾi「彼

で良ければ連れていけ」 

・kaʃi:ja  kaiʃi:  maɲo:du sïna: 

「加勢は彼で間に合うか」 

(3)-2.<複数人称「かれたち」の場合> 

複数人称は〈かれたち〉［kaita］＋〈で〉［ʃi:］

→〈彼たちで〉［kaitaʃi:］になる。 

・kunu  sïɡutu:ba:  kaitaʃi:  

tudzïmikja:ɡami  ʃimidi 

「この仕事は彼たちで終わりまでさせる」 

・uman  a:su:ba:  kaitaʃi:  mutʃi  

piɾasadi 

「そこにあるのは彼たちで持って行かせる」 

(4)疑問称「だれ」［to:］について 

<一人代名詞について> 

(4)-1.対称代名詞〈だれ〉［to:］について 

〈だれ〉［to:］＋〈で〉［ʃi:］→「誰で」［to: 

ʃi:］になる。 

◎〈だれ〉［to:］に格助詞〈で〉［ʃi:］が接

続した時の用例 

・unu sïɡutu:ba: to:ʃi:ɡa sïsïɡamatajaba 

「その仕事は誰で進めますか」 

・taɾa:nsu:ba:  to:ʃi:ɡa  umitʃtʃa: 

「欠員は誰で埋めますか」 

(4)-2.<複数人称「だれたち」［to:ta:］の場合

> 

複数人称は〈だれたち〉［to:ta］＋〈で〉［ʃi:］

→〈誰たちで〉［to:taʃi:］になる。 

・sïsïsunu  uɾan   sïɡutu:ba:  to:taʃi:ɡa  

su:diɡaɾa  kanɡaidi 

「やる人のいない仕事は誰たちでやるか考え 

る」 

・to:taʃi:ɡa  ʃikininnu  mutsïɡamataɡaɾa  

kimi 

「誰たちで責任を持つか決める」 

(5)反射代名詞「自分」［du:］［naɾa］につい

て 

<一人代名詞について> 

. 
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(5)-1.対称代名詞〈自分〉［du:］［naɾa］につ

いて 

［naɾa］［du:］＋〈で〉［ʃi:］→［自分］［naɾaʃi:］

［du:ʃi:］になる。 

◎〈自分〉［du:］［naɾa］格助詞「で」［ʃi:］

が接続した時の用例 

・du:ɡa  kutu:ba:  du:ʃi:  sïsï 

「自分の事は自分でする」 

✳naɾaɡa  sïsïbusï  kutu:ba:  naɾaɡadu  

dʒa;ka  ʃiʃʃu:saiɡa 

「自分でやりたいことは自分がよく知っている」 

(5)-2.<複数人称「自分たち」［du:ta］［naɾata］

の場合> 

複数人称は〈自分たち〉［du:ta］［naɾata］＋

〈で〉［ʃi:］→［du:taʃi:］.［naɾataʃi:］に

なる。 

・sïsaidaka:  du:taʃi:  kaŋɡai 

「分からなければ自分たちで考える」 

✳naɾataʃi:  ɡundan  sïsïɡatsïna  sïsï 

「自分たちで論議しながらする」 

(6)指示代名詞［kui］「これ」、［ui］「それ」、

［kai］「あれ」は格助詞〈で〉［ʃi:］がつく

場合は人表す表現はできない 

野原方言では、指示代名詞の中の事物を示す

「これ」「それ」「あれ」は人を表す代名詞と

しては用いられない。 
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2003「石垣方言辞典」沖縄タイムス社 

社・研究者 

橋本 進吉 

昭和 44 年「助詞・助動詞の研究」岩波書店 

西田 直敏 

1977「助詞(1)?岩波講座・日本語 7 文法Ⅱ」岩波

書店 

安田 章 

1977「助詞(2)?岩波講座・日本語 7 文法Ⅱ」岩波

書店 

名嘉真 三成 

2000「琉球方言の意味論」株式会社ルック 

山田 実 

昭和 56 年「奄美・与論方言の体言の語法」第一書

房 

野原 三義 

昭和 61年「琉球方言助詞の研究」武蔵野書院 

1998「新編・琉球方言助詞の研究」沖縄学研究所 

本永 守靖 

1994「琉球圏生活語の研究」春秋社 

城辺町教育委員会 

2003 ぐすくべの方言語彙集(上・下) 

平成２年 城辺町史 第５巻民話編 

2003 城辺町史 第６巻歌謡編 

法政大学沖縄文化研究所 

1985 沖縄文化研究 11 法政大学沖縄文化研究
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所編 

佐久間 鼎 

昭和 27 年 「現代日本語法の研究」 恒星社 

厚生閣 


